
管理番号： M-W1580AW-4.0

アンリツ株式会社

MS9710C
光スペクトラムアナライザ

リモート制御
取扱説明書

第４版

・製品を適切・安全にご使用いただくために，製品をご使

用になる前に，本書を必ずお読みください。

・本書に記載以外の各種注意事項は，MS9710C 光ス

ペクトラムアナライザ取扱説明書に記載の事項に準じ

ますので，そちらをお読みください。

・本書は製品とともに保管してください。
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安全情報の表示について

当社では人身事故や財産の損害を避けるために，危険の程度に応じて下記のようなシグナルワードを用いて安全に関す

る情報を提供しています。記述内容を十分理解して機器を操作するようにしてください。

下記の表示およびシンボルは，そのすべてが本器に使用されているとは限りません。また，外観図などが本書に含まれる

とき，製品に張り付けたラベルなどがその図に記入されていない場合があります。

本書中の表示について

回避しなければ，死亡または重傷に至る切迫した危険状況があることを警告しています。

回避しなければ，死亡または重傷に至る恐れがある潜在的危険について警告しています｡

回避しなければ，軽度または中程度の人体の傷害に至る恐れがある潜在的危険，または，

物的損害の発生のみが予測されるような危険状況について警告しています。

機器に表示または本書に使用されるシンボルについて

機器の内部や操作箇所の近くに，または本書に，安全上または操作上の注意を喚起するための表示があります。

これらの表示に使用しているシンボルの意味についても十分理解して，注意に従ってください。

禁止行為を示します。丸の中や近くに禁止内容が描かれています。

守るべき義務的行為を示します。丸の中や近くに守るべき内容が描かれています。

警告や注意を喚起することを示します。三角の中や近くにその内容が描かれています。

注意すべきことを示します。四角の中にその内容が書かれています。

このマークを付けた部品がリサイクル可能であることを示しています。

MS9710C
光スペクトラムアナライザ  リモート制御

取扱説明書

1999年（平成11年）２月14日（初　版）

2007年（平成19年）６月29日（第４版）

                                                                                                                                                                              
・予告なしに本書の内容を変更することがあります。

・許可なしに本書の一部または全部を転載・複製することを禁じます。

Copyright © 1999-2007, ANRITSU CORPORATION
Printed in Japan

   危険

   警告

   注意
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国外持出しに関する注意

1. 本製品は日本国内仕様であり，外国の安全規格などに準拠していない場

合もありますので，国外へ持ち出して使用された場合，当社は一切の責

任を負いかねます。

2. 本製品および添付マニュアル類は，輸出および国外持ち出しの際には，

「外国為替及び外国貿易法」により，日本国政府の輸出許可や役務取引

許可を必要とする場合があります。また，米国の「輸出管理規則」により，

日本からの再輸出には米国政府の再輸出許可を必要とする場合があり

ます。

本製品や添付マニュアル類を輸出または国外持ち出しする場合は，事前

に必ず弊社の営業担当までご連絡ください。

輸出規制を受ける製品やマニュアル類を廃棄処分する場合は，軍事用途

等に不正使用されないように，破砕または裁断処理していただきますよう

お願い致します。
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第７章 共通コマンド

＊OPT
問合せ

＊OPT? Option Identification Query
（実装されているオプションリストを報告する。）

■ 書　式

＊OPT?

■ 使用例
30 WRITE @103 "＊OPT?"
40 READ @103:OPTI$! 実装されているオプション情報を格納

■ 解　説
実装されているオプションの状態を０または１で返します。

オプション内容� オプション状態�

OPT01�

OPT02�

OPT03�

OPT04�

OPT05�

OPT06�

OPT07�

OPT08�

OPT09�

OPT10�

OPT11�

OPT12�

OPT13�

OPT14�

OPT15�

OPT16

未使用�

白色光源�

基準光源＋SLD�

SLD�

基準光源�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

“1”�

“０”なし“１”あり�

“０”なし“１”あり�

“０”なし“１”あり�

“０”なし“１”あり�

“０”�

“１”�

“０”�

“０”�

“０”�

“０”�

“０”�

“０”�

“０”�

“1”�

“1”�

■ レスポンスメッセージ
上記3つのフィールドをコンマで区切って構成したレスポンスメッセージ
を〈ARBITRARY ASCII RESPONSE DATA〉で送ります。
〈OPT01のオプション状態〉，〈OPT02のオプション状態〉，〈OPT03のオプ
ション状態〉，〈OPT04のオプション状態〉，〈OPT05のオプション状態〉，
〈OPT06のオプション状態〉，〈OPT07のオプション状態〉，〈OPT08のオプ
ション状態〉，〈OPT09のオプション状態〉，〈OPT10のオプション状態〉，
〈OPT11のオプション状態〉，〈OPT12のオプション状態〉，〈OPT13のオプ
ション状態〉，〈OPT14のオプション状態〉，〈OPT15のオプション状態〉，
〈OPT16のオプション状態〉
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A.4 デバイスに関するエラー（300～499）

�

300�

301�

302�

303�

304�

305�

306�

�

320�

321�

322�

�

324�

325�

�

400�

401�

402�

403�

�

�

404�

�

�

405�

406�

407�

�

408�

�

419�

420�

421

番号�

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-DDE

ESE-CME

ESE-CME

ESE-CME

ESE-CME

 ESE-CME

ESE-CME

ESE-CME

�

�

―�

―�

ステータス�

－FDに関するエラー－�

FD Does Not Exist�

FD Format Error�

Can't Find File�

FD Memory Full�

FD Write Protected�

File Incomplete�

Date File Full �

－プリンタに関するエラー－�

No paper�

Printer Cover Release�

Printer Error�

�

Printer Error�

Printer Error�

－GPIB/RS-232Cに関するエラー�

未使用�

Command Error�

Command Error�

Command Error�

�

�

Command Error�

�

�

Command Error�

Command Error�

Command Error�

�

�

未使用�

�

TLS Interface Error  �

TLS Not Respond

エラーメッセージ�

�

ＦＤが挿入されていない�

ＦＤのフォーマットが正しくない�

ＦＤに指定ファイルが存在しない�

ＦＤのメモリオーバー�

ＦＤが書込み禁止になっている�

ＦＤのファイルが不完全に作成されている�

ＦＤのファイル数オーバー�

�

紙切れ検出�

プリンタカバーが外れている�

プリンタ未接続またはプリンタの�

デバイスタイプが違う�

ヘッドの温度異常�

内蔵プリンタのハードウェア異常�

�

�

未定義のヘッダを受信した�

数値データの整数部分が正しくない�

数値データの実数部分が正しくない�

または、実数形式のデータを入力した

が有効でない�

数値データの指数部分がただしくない�

または、指数形式のデータを入力した

が有効でない�

サフィックス部（単位）が正しくない�

引数の個数がコマンドの文法に反する�

＊PCBコマンドを受信したが、コン

トローラ機能がない�

�

�

�

波長可変光源との接続に異常�

波長可変光源の応対がない�

出力条件�

〜�

付録Ａ エラーメッセージ
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